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(57)【要約】
【課題】　毛髪に優れた光沢を与え、滑らかな感触を付与し、なおかつしっとりとサラサ
ラ感を付与するという背反する使用感を有する毛髪化粧料を提供する。
【解決手段】　（Ａ）植物油を１～１５質量％、（Ｂ）揮発性油分、（Ｃ）高分子量ジメ
チルポリシロキサン、及び（Ｄ）ヒドロキシル基、ポリオキシエチレン基及び／又はポリ
オキシプロピレン基を有するジメチルポリシロキサンを含有することを特徴とする毛髪化
粧料を提供する。成分（Ｄ）としては、ジメチコノールガム及び／又はジメチコンＰＥＧ
ブロックポリマーを用いるのが好ましい。
【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）植物油を１～１５質量％、
（Ｂ）揮発性油分、
（Ｃ）高分子量ジメチルポリシロキサン、及び
（Ｄ）ヒドロキシル基、ポリオキシエチレン基及び/又はポリオキシプロピレン基を有す
るジメチルポリシロキサンを含有することを特徴とする毛髪化粧料。
【請求項２】
（Ａ）植物油を１～１５質量％、
（Ｂ）揮発性油分、
（Ｃ）高分子量ジメチルポリシロキサン、及び
（Ｄ）ジメチコノールガムおよび／またはジメチコンＰＥＧブロックポリマーを含有する
ことを特徴とする、請求項１に記載の毛髪化粧料。
【請求項３】
ジメチコノールガムおよびジメチコンＰＥＧブロックポリマーをともに含有することを特
徴とする、請求項２に記載の毛髪化粧料。
【請求項４】
毛髪化粧料がヘアオイルであることを特徴とする、請求項１～３いずれかに記載の毛髪化
粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ヘアオイル等の毛髪化粧料に関する。特に、損傷により親水化した毛髪にな
じみが良く、毛髪に滑らかさを付与すると同時にサラサラ感が得られる毛髪化粧料に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　ヘアオイルは、毛髪に油分を補い、光沢、なめらかさ、柔軟性等を与えることを目的と
して使用される毛髪化粧料の一種であり、従来から、ツバキ油、オリーブ油等の植物油や
、流動パラフィン等の鉱物油を主成分とするものが用いられてきた。
　近年、カラーリングやパーマネント処理による損傷により毛髪が親水化し、パサつき、
まとまりにくさなどが生ずる場合が増加しており、湿潤時から乾燥時まで良好な滑り性、
柔軟性、光沢等を付与できる毛髪化粧料が求められている。中でもトリートメント効果の
高いヘアオイルの需要が高まっている。
【０００３】
　しかしながら、従来のヘアオイルは親水化した損傷毛に対してなじみが悪く、使用感と
しては油っぽくべたつくタイプとパサついてしまうタイプに二分される。
　油っぽくべたつくタイプとしては、従来のヘアオイル、即ち、実質的にオイルのみから
なるもの、例えば、ツバキ油のみからなる「大島椿」（大島椿本舗）等が挙げられる。非
特許文献１にもオリーブ油と流動パラフィンが全体の９９％を占める（残部は香料）ヘア
オイルの処方例が挙げられているが、「ヘアオイルは(中略)、使用感が油っぽいためか最
近では減少の傾向にある」とも記載されている。
【０００４】
　特許文献１には、グリセリド脂肪エステル（第一油性成分）と平均炭素鎖長が炭素原子
２０個以上の炭化水素油（第二油性成分）とのブレンドを含むヘアオイルが開示され、ヤ
シ油と同じレベルのコンディショニング効果を持ちながらべたつきが減少したことが記載
されている。しかしながら、このヘアオイルは使用感が重く、滑らかさに欠けるものであ
った。
【０００５】
　一方、パサついてしまうタイプの例としては、特許文献２に記載された毛髪化粧料（ヘ
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アオイル）が挙げられる。この毛髪化粧料は、（Ａ）ジメチコノール、（Ｂ）ブロック共
重合型のポリ（オキシエチレン・オキシプロピレン）・アルキレン・メチルポリシロキサ
ン共重合体、（Ｃ）揮発性シリコーン、（Ｄ）植物油を含有することを特徴としており、
被膜形成成分の作用によって髪をストレートにする効果に優れるとされている。しかしな
がら、この毛髪化粧料を用いると、髪がパサついてまとまりにくく、ごわつくという欠点
を有していた。
　そのため、塗布時における伸びがよく滑らかさを有し、塗布後の毛髪に対してもしっと
りとした滑らかさを与え、かつべたつきのないサラサラな使用感を両立したものが求めら
れている。
【非特許文献１】「新化粧品学　第２版」、光井武夫編、南山堂、２００１年、第462頁
【特許文献１】特表２００４－５０３４８０号公報
【特許文献２】特開２００７－５１０７８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　よって本発明は、毛髪に優れた光沢を与え、滑らかな感触を付与し、なおかつしっとり
とサラサラした感触を与えるという背反する使用感を同時に実現する毛髪化粧料を提供す
ることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者等は鋭意検討を重ねた結果、毛髪化粧料に、所定量の植物油と、揮発性油分と
、高分子量ジメチルポリシロキサンと、ヒドロキシル基、ポリオキシエチレン基及び/又
はポリオキシプロピレン基を有するジメチルポリシロキサンを含有せしめることにより、
上記の課題を解決するこができることを見出し、本発明をなすに至った。
　即ち、本発明は、（Ａ）植物油を１～１５質量％、（Ｂ）揮発性油分、（Ｃ）高分子量
ジメチルポリシロキサン、及び（Ｄ）ヒドロキシル基、ポリオキシエチレン基及び／又は
ポリオキシプロピレン基を有するジメチルポリシロキサンを含有することを特徴とする毛
髪化粧料を提供する。
【発明の効果】
【０００８】
　一般に、毛髪は損傷を受けると親水化し、疎水的な油分との馴染みが劣化するが、本発
明の毛髪化粧料を構成する成分（Ａ）～（Ｄ）を組み合わせることにより、塗布時になじ
みが良く、塗布後にはしっとりとサラサラの背反する使用感が達成される。特に、成分（
Ｄ）としてジメチコノールガムおよびジメチコンＰＥＧブロックポリマーを同時に配合す
ることにより上記の効果が更に高まり、軽い使用感ながら、なじみが良く、髪のまとまり
も良くなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　上記したように、本発明の毛髪化粧料は、（Ａ）植物油を１～１５質量％、（Ｂ）揮発
性油分、（Ｃ）高分子量ジメチルポリシロキサン、及び（Ｄ）ヒドロキシル基、ポリオキ
シエチレン基、ポリオキシプロピレン基を有するジメチルポリシロキサンを含有すること
を特徴としている。なお、本明細書における配合量（％）は、特に断らない限り質量％を
表す。
【００１０】
　本発明の毛髪化粧料で用いられる植物油（成分（Ａ））は、従来からヘアオイル等に使
用されている植物油でよく、例えば、ツバキ油、オリーブ油、アボガド油、米胚芽油、紅
花油、マカデミアナッツ油、ホホバ油、パーム油、ヤシ油、大豆油、コムギ胚芽油、ヒマ
ワリ油、ゴマ油、茶実油等が挙げられる。これらの中でも、毛髪保護などの点から、ツバ
キ油、オリーブ油、ユチャ油、茶実油、アボガド油、紅花油、マカデミアナッツ油、ホホ
バ油などが好ましい。ツバキ油、オリーブ油、ユチャ油、茶実油は特に好ましい。
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【００１１】
　本発明の毛髪化粧料における植物油は１種でも２種以上を組み合わせて用いてもよく、
その配合量は１～１５質量％、好ましくは１～１０質量％である。配合量が１％未満では
しっとり感の効果が発揮されにくく、１５質量％を超えると重くべたつきが生じることが
ある。
【００１２】
　本発明の毛髪化粧料で用いられる揮発性油分（成分Ｂ）は、室温（２５℃）で揮発性を
有する油分を意味する。本発明において用いることができる揮発性油分は、本発明の目的
を達成できる限り特に限定はされないが、例えば、低沸点（常圧における沸点２６０℃以
下）のイソパラフィン系炭化水素油 や、低沸点シリコーン油等が好ましく用いられる。
【００１３】
　揮発性炭化水素油としては、例えば、軽質流動パラフィン（ＩＰソルベント２０２８Ｍ
Ｕ、出光興産株式会社）、アイソパーＡ、同Ｃ、同Ｅ、同Ｇ、同Ｈ、同Ｋ、同Ｌ、同Ｍ（
以上、いずれもエクソン社）、シェルゾール７１（シェル社）、ソルトロール１００、同
１３０、同２２０（以上、いずれもフィリップ社）等として市販されており、商業的に入
手可能である。
【００１４】
　揮発性シリコーンとしては、好適にはメチルトリメチコン、オクタメチルシクロテトラ
シロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、テトラデカメチルシクロヘキサシロキ
サン、オクタメチルトリシロキサンおよびデカメチルテトラシロキサン等が挙げられる。
信越化学工業株式会社のＫＦ－９６Ａ－１ｃｓ、ＫＦ－９６Ａ－１．５ｃｓ、ＫＦ－９９
５、ＴＭＦ－１．５、東レ・ダウコーニング株式会社のＳＨ２４４、ＳＨ３４４、ＳＨ２
４５、ＤＣ３４５、ＤＣ２４６、ＳＨ２００Ｃ－１ｃｓ、ＳＨ２００Ｃ－１．５ｃｓ、モ
メンティブ・パフォーマンス・マテリアルズ株式会社のＴＳＦ４０４、ＴＳＦ４０５、Ｔ
ＳＦ４０４５、ＴＳＦ４５１－１Ａ、ＴＳＦ４５１－１．５Ａ等の市販品を用いることも
できる。
【００１５】
　本発明の毛髪化粧料における揮発性油分は１種でも２種以上を組み合わせて用いてもよ
く、その配合量は７０％以上とするのが好ましい。配合量が７０％未満であると、十分な
サラサラ感が得られない場合がある。
【００１６】
　本発明の毛髪化粧料における高分子量ジメチルポリシロキサン（成分Ｃ）としては、例
えば、特開昭６３－１８３５１７号公報に記載されているような高分子量シリコーンが好
適に用いられる。具体的には、下記式１：
【化１】

（Ｒ１及びＲ２はメチル基又はフェニル基を表し、ｎは３，０００～２０，０００の整数
を表す）で表されるジメチルポリシロキサン又はメチルフェニルポリシロキサンであり、
好ましくは、その平均重合度が７，０００以上のものである。特に、高分子量シリコーン
２０％イソパラフィン溶液（上記式１においてＲ１＝Ｒ２＝メチル基であり、平均重合度
が約７０００程度のもの）が好ましく用いられる。
【００１７】
　本発明の毛髪化粧料における高分子量ジメチルシロキサンは１種でも２種以上を組み合
わせて用いてもよく、その配合量は（純分として）、好ましくは０．２～８質量％、より
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好ましくは０．５～５質量％である。配合量が０．２％未満では髪のまとまりが得られに
くく、８質量％を超えるとべたつきがでることがある。
【００１８】
　本発明の毛髪化粧料で用いられるヒドロキシル基、ポリオキシエチレン基、及び/又は
ポリオキシプロピレン基を有するジメチルポリシロキサン（成分（Ｄ））としては、好ま
しくは主鎖又は末端にヒドロキシル基、オキシアルキレン基を有するジメチルポリシロキ
サン類が挙げられる。
　例えば、末端にヒドロキシル基を有するジメチルポリシロキサンとして、下記式２：
【化２】

（ｎは３，０００～２０，０００の整数）で表されるジメチコノールガムが好ましく用い
られる。しかしながら、分子内に少なくとも１つのヒドロキシル基を有していれば、上記
式２における主鎖のメチル基がヒドロキシル基に置換され、末端ヒドロキシル基がメチル
基又はフェニル基等に置換されたもの、あるいは主鎖か分枝したものを用いることもでき
、本明細書における「ジメチコノールガム」は、それらの変形例も含むものとする。
【００１９】
　本発明で用いられるジメチコノールガムは、平均重合度が３，０００～２０，０００、
好ましくは７，０００以上のものである。このようなジメチコノールガムの市販品として
は、例えば、モメンティブ・パフォーマンス・マテリアルズ株式会社のＸＦ４９－Ｃ２０
７０、ＸＦ４９－Ｃ２４９７、信越化学工業株式会社のＸ２１－５６６６、Ｘ２１－５６
６１、東レ・ダウコーニング株式会社の１５０１ ＦＬＵＩＤ、１５０３ ＦＬＵＩＤ等が
挙げられる。
【００２０】
　また、本発明の毛髪化粧料で用いられるヒドロキシル基、ポリオキシエチレン基、及び
／又はポリオキシプロピレン基を有するジメチルポリシロキサンは、下記式３：
【化３】

（Ｒはアルキル基、a及びｂは０～５０の整数、ｍは５～３００の整数、ｎは１～４０の
整数を表す）で表されるブロック共重合型のポリエーテル変性シリコーンであってもよい
。これらのポリエーテル変性シリコーンは種々の改変がなされていてもよく、具体的には
、上記式３におけるメチル基の一部がフェニル基で置換されていても、エチレン基がブチ
レン基等の他のアルキレン基に置換されていてもよい。化合物名としては、ポリオキシエ
チレン・ブチレン・ジメチルポリシロキサン共重合体、ポリオキシエチレン・ポリオキシ
プロピレン・ブチレン・ジメチルポリシロキサン共重合体、ポリシリコーン－１３等が含
まれる。本明細書においては、これらの改変物も含めて「ジメチコンＰＥＧブロックポリ
マー」と呼称する。ジメチコンＰＥＧブロックポリマーの市販品としては、ブロック共重
合型ポリ（オキシエチレン・オキシプロピレン）・アルキレン・メチルポリシロキサン共
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重合体、ＦＺ－２２５０、ＦＺ－２２３３（東レ・ダウコーニング株式会社）等が挙げら
れる。
【００２１】
　本発明の毛髪化粧料にあっては、上記成分（Ｄ）であるヒドロキシル基、ポリオキシエ
チレン基、及び/又はポリオキシプロピレン基を有するジメチルポリシロキサンとして、
ジメチコノール及び/又はジメチコンＰＥＧブロックポリマーを用いるのが好ましい。特
に、ジメチコノールとジメチコンＰＥＧブロックポリマーとを共存させるのが好ましい。
　従って、本発明は、（Ａ）植物油を１～１５質量％、（Ｂ）揮発性油分、（Ｃ）高分子
量ジメチルポリシロキサン、及び（Ｄ）ジメチコノールガムおよび／またはジメチコンＰ
ＥＧブロックポリマーを含有することを特徴とする毛髪化粧料、並びに、当該化粧料にお
いて、ジメチコノールガムおよびジメチコンＰＥＧブロックポリマーをともに含有するこ
とを特徴とする毛髪化粧料を提供する。
【００２２】
　本発明の毛髪化粧料においては、ヒドロキシル基、ポリオキシエチレン基、及び/又は
ポリオキシプロピレン基を有するジメチルポリシロキサンは１種でも２種以上を組み合わ
せて用いてもよい。例えば、ジメチコノールガム及びジメチコンＰＥＧブロックポリマー
を用いる場合、それらの配合量は（純分として）、好ましくは０．２～８質量％、より好
ましくは０．５～５質量％である。ジメチコノールガムが０．２％未満ではサラサラ感が
得られにくく、８質量％を超えるとまとまりが得られない場合があり、ジメチコンＰＥＧ
ブロックポリマーが０．２質量％未満ではなじみの良さが得られにくく、８質量％を越え
るとべたつく場合がある。
【００２３】
　本発明の毛髪化粧料は、上記の必須成分（Ａ）～（Ｄ）に加えて、ヘアオイル等の毛髪
化粧料に通常使用される他の成分を含有していてもよい。他の成分の具体例としては、流
動パラフィン、スクワラン、ワセリンなどの炭化水素油、オクタン酸セチル、ミリスチン
酸イソプロピルなどのエステル油、不揮発性液状ジメチルポリシロキサン、メチルフェニ
ルポリシロキサン、アミノ変性シリコーン、フッ素変性シリコーン、脂肪酸変性ポリシロ
キサン、脂肪族アルコール変性ポリシロキサンなどのシリコーン油、紫外線吸収剤、酸化
防止剤、キレート剤、防腐剤、植物抽出物、生薬、ビタミン等の薬剤、香料、及び色剤等
が挙げられる。
【実施例】
【００２４】
以下、実施例により本発明を更に具体的に説明するが、これらにより本発明の技術的範囲
が限定解釈されるものではない。
【００２５】
（実施例１～４及び比較例１～５）
　下記表１に記載した組成のヘアオイル（実施例１～４及び比較例１～５）を調製し、そ
の性能を評価した。性能の評価は、２０ｃｍに切りそろえた１００本の毛髪の束を、シャ
ンプー処理してタオルドライした後、当該束に各化粧料を塗布し、触感及び観察を行うこ
とにより実施した。評価項目として、サラサラ感、しっとり感、毛髪のまとまり、毛髪へ
のなじみを選択し、各項目について以下の基準に従って官能的評価を行った。
・「さらさら感」及び「しっとり感」
　◎：とても感じる；○：感じる；△：あまり感じない；×：感じない
・「まとまり」
　◎：とてもまとまる；○：まとまる；△：あまりまとまらない；×：まとまらない
・「なじみ」
　◎：とてもなじみが良い；○：なじみが良い；△：あまりなじみが良くない；
×：なじみが良くない
【００２６】
　各毛髪化粧料について得られた結果を下記の表１にまとめた。



(7) JP 2009-221143 A 2009.10.1

10

20

30

40

50

【表１】

a) IPソルベント2028MU、出光興産株式会社
b)高分子量シリコーン２０％イソパラフィン溶液（式１においてＲ１，Ｒ２＝メチル基、
n＝約7000）
c) XF49-C2070、シリコーン純分２０％水添ポリブテン溶液、モメンティブ・パフォーマ
ンス・マテリアルズ株式会社
d) DOW CORNINIG TORAY FZ-2250，東レ・ダウコーニング株式会社
【００２７】
（処方例１）ヘアオイル
　下記成分（１）～（５）を撹拌溶解、混合して液状ヘアオイルを得た。
配合成分 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量％
（１）軽質流動イソパラフィン
（ＩＰソルベント２０２８ＭＵ、出光興産株式会社） 　　　　残余
（２）ツバキ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　１０．０
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（３）高分子量シリコーン２０％軽質流動イソパラフィン溶液
（式１においてＲ１，Ｒ２＝メチル基、n=約7000）　　　　 　　５．０
（４）ジメチコノールガム
（ＸＦ４９－Ｃ２０７０、シリコーン純分２０％
モメンディブ・パフォーマンス・マテリアルズ株式会社）　　 　５．０
（５）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　適量
【００２８】
（処方例２）ヘアオイル
下記成分（１）～（９）を撹拌溶解、混合して液状ヘアオイルを得た。
配合成分 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量％
（１）イソドデカン　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　残余
（２）オリーブ油 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
（３）高分子量シリコーン２０％軽質流動イソパラフィン溶液
（式１においてＲ１＝Ｒ２＝メチル基、n=約7000）　　　 　　２０．０
（４）ジメチコノールガム
（ＸＦ４９－Ｃ２４９７、シリコーン純分３５％　
モメンディブ・パフォーマンス・マテリアルズ株式会社）　 　１０．０
（５）スクワラン 　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　５．０
（６）ジメチルポリシロキサン（２０ｃｓ） 　　　　　　　　１０．０
（７）大豆レシチン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　１．０
（８）酢酸トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　　 　　０．１
（９）香 料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
【００２９】
（処方例３）ヘアオイル
下記成分（１）～（９）を攪拌溶解、混合し、液状オイルを得た。
配合成分 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量％
（１）デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　　　　 　　残余
（２）茶実油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　１．０
（３）高分子量ジメチルポリシロキサン　　　　　　　　 　　２０．０
デカメチルシクロペンタシロキサン溶液
（式１においてＲ１＝Ｒ２＝メチル基、n=約7000）　　 　　　１５．０
（４）ジメチコンＰＥＧブロックポリマー
（FZ-2250、東レ・ダウコーニングシリコーン株式会社）　　　　５．０
（５）ジメチルポリシロキサン（２０ｃｓ） 　　　　　　　　１０．０
（６）架橋型メチルポリシロキサン
（ＫＳＧ－１５、信越化学工業株式会社）　　　　　　　　 　　５．０
（７）メトキシケイヒ酸エチルヘキシル　　　　　　　　　 　　１．０
（８）t-ブチルメトキシジベンゾイルメタン 　　　　　　　　　０．１
（９）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　適量
【００３０】
（処方例４）ヘアオイル
　下記成分（１）～（９）を攪拌溶解、混合し、液状オイルを得た。
配合成分 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量％
（１）デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　　　 　　　残余
（２）ツバキ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　０．５
（３）ホホバ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　０．５
（４）高分子量ジメチルポリシロキサン　　　　　　　　 　　２０．０
デカメチルシクロペンタシロキサン溶液
（式１においてＲ１＝Ｒ２＝メチル基、n=約7000）　　　 　　１０．０
（５）ジメチコンＰＥＧブロックポリマー
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（FZ-2233、東レ・ダウコーニングシリコーン株式会社）　　　　５．０
（６）アミノ変性高分子量シリコーン１０％
デカメチルペンタシロキサン溶液　　　　　　　　　　 　　　　５．０
（７）メトキシケイヒ酸エチルヘキシル　　　　　　　 　　　　１．０
（８）t-ブチルメトキシジベンゾイルメタン 　　　　 　　 　　１．１
（９）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　適量
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